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都市公園等におけるプールの排（環）水口緊急調査の実施について（依頼） 

  
都市公園におけるプールの安全管理については、平成１８年７月３１日に埼玉県ふじみ野市の

市営プールで発生した事故を踏まえ、平成１８年８月１日付け公園緑地課長通達「都市公園におけ

る夏季の安全管理の強化について」により、また全国的に水の事故が相次いだことから、平成１８

年８月７日付け公園緑地課長通達「都市公園におけるプールの安全管理の徹底について」により、

安全点検の実施などプールの安全管理に万全を期すよう、重ねて依頼したところである。 
 
現在、夏季のプール期間中であることから、安全管理に一層万全を期すため、都市公園技術標

準を踏まえ、都市公園等におけるプールの排（環）水口緊急調査を下記により別添要領に基づき実

施し、その結果について平成１８年８月１１日（金）までに当職宛回答いただきたく依頼する。 
 
緊急調査の結果、プールの排（環）水口の蓋の固定方法又は固定状況に不適切なものがあった

場合には、適切な方法で堅固に固定するまで、プールの使用を中止されるよう要請する。 
 
また、今回の事故を踏まえ、都市公園等におけるプールの安全管理体制等の実態調査につい

ても、関係省庁と連携しつつ、追って依頼する予定である。 
 
なお、引き続き、プール期間中の施設の安全点検の実施、監視員に対する安全教育の徹底など、

事故の再発防止について万全を期されたい。 
 
この旨を貴管下市町村に周知徹底の上、市町村分を含めて電子メールにて提出をお願いする。 
 

記 
 
１．調査対象施設 ：都市公園又はカントリーパーク（特定地区公園）内に設置されているプール 

（都市公園法第５条により公園管理者以外が設置・管理しているものを含む） 
 
２．調 査 項 目 ：プール（水槽）の数、排（環）水口の数、排（環）水口の蓋の固定方法及び固定

状況等 
 
３．提 出 期 限 ：平成１８年８月１１日（金）１７：００ 
 
４．問  合  先 ：公園緑地課 望月課長補佐、又は平塚係長 

    電話：03-5253-8111（代表） (内線：32-952 又は 32-953) 
                 03-5253-8419(直通) 
 
５．提  出  先 ：公園緑地課 平塚係長宛 
             電子メールによる（hiratsuka-y8910@mlit.go.jp） 



【緊急調査 調査票記入要領】                        （別添） 
 
１． 公園の属性 

○都道府県名 
○市町村名 
○公園名 
○種別 
○公園管理者 
 

２． プールの設置状況 
○プール名 
○プール管理者名 
 ・公園管理部局であれば、「公園管理者」それ以外の場合は、「教育委員会」や「○○課」などと

記入 
○設置管理許可／管理許可／指定管理者 
 ・都市公園法第５条に基づく設置管理許可等に該当するか否かについて、該当する場合は、

「設置管理許可」、「管理許可」、「指定管理者」のいずれかを記入 
○プール（水槽）の数（１箇所のプールでも、複数の水槽があればその数を記入。以下同様。） 

・プール（水槽）の全体数 
・うち流水プール（水槽）の数 

 
３．排（環）水口等の状況 

○プール排（環）水口の数 
・プール排（環）水口の全体数 
・うち流水プール排（環）水口の数 

○ 排（環）水口の都市公園技術標準解説書との適合状況 
・適合している場合は、状況を次から選択して、調査票の適合状況の番号欄に該当する「排

（環）水口の数」を記入。 
① 格子蓋を二重に設置している（蓋と別に吸い込み防止金具を設置しているものを含む） 
② 格子蓋の固定方法を工夫している。（②を選択する場合は、備考欄にその方法を記述

する） 
③ ①、②ではないが、格子蓋を固定する全てのボルトなどが堅固に締め付けられている。 

・適合していない場合は、その状況を次から選択して、調査票の適合状況の番号欄に該当す

る「排（環）水口の数」を記入。 
④ 格子蓋の固定方法は適切だが、固定状況に問題がある（ボルトのゆるみ、破損など） 
⑤ 格子蓋の固定方法が適切でない（針金など固定方法が堅固でないなど） 
⑥ 格子蓋を固定していない 

 ・④～⑥に該当し技術標準に適合しないプール（水槽）の数 
都市公園技術標準解説書（抜粋） 
11.8.2 （プール）各部構造 
(3)返還水口、排水口 

還水口が遊泳者の足などを引き込む等の事故防止に留意する必要がある。このた

め格子蓋を二重に設置することや、格子蓋の固定方法を工夫するなど安全面で配慮す

る。 
 
４．改善措置又は使用中止の状況 
○排（環）水口に改善措置を講じたプール（水槽）の数（改善措置の内容を備考欄に記述する） 
○使用を中止したプール（水槽）の数 


